
　わが国の高齢者人口は今後も増加の一途をたどり、２０２５年にはそのピークを迎えます。
医療・介護を必要とする人の増加は、とりもなおさずリハビリテーション（以下リハビリ）の必要性
が高まることに他なりません。しかし現在のところ、そのリーダーシップをとるべき医師が皆リハ
ビリに精通しているわけではありません。これからさらに需要が高まるリハビリを適切に提供して
いくためには、リハビリスタッフに任せきりにするのではなく、医師が患者さんの状態を診ながら、
適切なリハビリの指示を出せるようにしていくことが必要です。本研修でリハビリの指示について
学ぶことで、現場で役立てていただけるように期待しております。
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100名（先着順）　対象：医師


